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平成 年 月 日受付 平成 年 月 日受理
東京農業大学農学部富士農場
東京農業大学農学部畜産学科
東京農業大学富士農場では 昭和 年以降 家畜の飼養管理方式の改善につとめてきた 本調査で
は 昭和 年から平成 年までの間に本農場において繋養してきた黒毛和種繁殖牛延べ 頭における分
娩後初回人工授精日数 人工授精回数 受胎率および空胎日数について飼養管理方式の変遷と併せて解析し
た その結果 受胎率は自然哺乳期の に対し早期母子分離開始以降では と高い傾向を示した
空胎日数は舎飼期に 日であったが 放牧開始以降は 日と約 日程度短縮し 有意な
差 が認められた また 早期母子分離との関係では 自然哺乳期の 日に対し 早期母
子分離開始以降は 日と約 日短縮しており 有意な差 が認められた このことから
昭和 年から平成 年までは舎飼主体で十分な運動は行えていないと考えられ 平成 年以降の母子分
離時期の早期化と放牧地面積の拡大が 受胎率向上と空胎日数短縮に良好な影響を及ぼしたと考えられた
母子分離 放牧 受胎率 空胎日数 黒毛和種繁殖雌牛
わが国の黒毛和種繁殖雌牛の受胎率において 初回人工
授精による受胎率は平成元年に であったものが 平 本学富士農場において昭和 年から平成 年の間繋養
成 年度には となっており 回受胎率でも同 してきた ヶ月齢 歳までの黒毛和種繁殖牛 頭
様に から と近年低下の傾向にある 延べ 頭
また 平成 年 月に公表された家畜改良増殖目標に
よると分娩間隔は ヶ月となっており 年 産を実現
できていない現状にある 給与飼料 調査期間中の給与飼料は場内産リ ドカ
このような状況下で 近年取り組まれている分娩後早期 ナリ グラス 主体のグ
の母子分離により 繁殖成績の改善が示唆されており 受 ラスサイレ ジ 給与を主体とし
胎率の向上および分娩間隔の短縮などの成績も散見される 不足分は購入したチモシ
ようになった 乾草を給与した
また 日常的な放牧は乗駕許容などによる発情発見を容 補給配合飼料は調査期間を通して
易にするため分娩後 早期妊娠の一助となることが知られ の濃厚飼料を 給与
ている した
本学富士農場では 昭和 年から現在に至るまで 牛舎 なお 供試牛の栄養度は 試験期間を通して 段
の新築 飼料の変更 放牧場の拡大 母子分離の早期化な 階評価の 以下 が
ど飼養管理方式の改善ならびに繁殖成績の向上に努めてき で推移した
た 放牧面積 昭和 平成 年 月までは舎飼が
本調査では 昭和 年から平成 年までの間に富士農 主体であった 舎飼期 が 平成 年 月に乳牛用
場において繋養してきた黒毛和種繁殖牛の繁殖成績につい 運動場を兼用した自由運動を取り入れ 小運動場
て飼養管理方式の変遷と併せて解析し 両者の因果関係を 期 平成 年 月には の放牧区を設備
考察した し 専用放牧期 平成 年 月に を拡幅
して合計 とした 拡張放牧期
野口龍生 佐藤光夫 黒澤 亮 池田周平 祐森誠司 渡邊忠男
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分娩後初回 日数放牧時間 降雨および降雪時を除いた 概ね
時間 の制限放牧とした
母子管理 調査期間中の離乳は カ月齢と一定であ
るが 昭和 年 平成 年 月は全て自然哺乳と
し 自然哺乳期 平成 年 月 年 月は生後
日 日分離期 平成 年 月 年 月に
は生後 日 日分離期 および平成 年 月以
降は生後 日で 日分離期 母子分離した
一発情期における 回数 原則として一回の
としたが 適期授精および発情持続時間の延長など
必要と認められた時は二回目の授精を行った
経産牛の分娩後初回 原則として分娩後に発現
した初回の明瞭な外部発情兆候を以って を行っ
たが 当該牛の全身症状および触診による子宮の修
復状況など総合的に判断した
各調査区間において統計的な処理により有意な差は認め
られなかったが 分娩後初回 日数は短縮する傾向が認
繁殖成績 分娩後初回人工授精日数 人工授精 以下 められた 表
回数および空胎日数については 各期間毎に平均値
標準偏差 以下 を 受胎率は百分率を求め 解析を
行った 放牧地の活用およびその拡大との関係 舎飼期には平均
分娩後初回 日数 分娩日を 日とし分娩後の初 回であったが 運動場利用と共に低下し小運動場
回 実施日までの日数とした 期は 回 専用放牧期には 回 拡張放牧期
回数 各牛の空胎期間中に を実施した回数 は 回となり 小運動場期 専用放牧期および拡張
とした 放牧期を通した平均は 回であった
受胎率 各期間毎の受胎牛の数を延べ 頭数で除 舎飼期とそれ以降の各放牧期の 回数はほぼ同様の値
して算出した を示し 有意な差は認められなかったが 舎飼期と放牧を
空胎日数 分娩日を 日とし その後受胎を確認し 取り入れた飼養管理以降では有意な差 が認めら
た種付け日までの日数とした れた 表
母子分離との関係 早期母子分離を開始する以前の自然
哺乳期には 回であったが 日分離期は
受胎率については 検定により で有意差を求 回 日分離期は 回 日分離期は 回
めた であり 母子分離以降の平均は 回となり いずれ
その他の各調査項目においては 平均値を の も有意差は認められないが早期母子分離以前と比較し 少
検定により で有意差を求めた ない回数で受胎させられた 表
放牧地の活用およびその拡大との関係 舎飼期は
放牧地の活用およびその拡大との関係 小規模の乳牛用 であったが 小運動場期は 専用放牧期には
運動場を利用する以前の舎飼期は平均 日であっ 拡張放牧期は であり 放牧を開始してからの通算で
たが 小運動場期は 日 専用放牧期には は となり 調査期間毎の受胎率および放牧開始前後
日と調査期間を通して最短となり 拡張放牧期は での受胎率に有意な差は認められなかった 表
日と若干の延長が見られた 母子分離との関係 早期母子分離を開始する自然哺乳期
放牧の有無および各放牧期における分娩後初回 日数 には であったが 日分離期は と調査期間
に有意な差は認められなかったが 運動場利用開始と共に 中最も高い値を示し 自然哺乳期との間に有意な差
短縮する傾向が認められた 表 が認められ 日分離期は と逆に調査期間を
母子分離との関係 早期母子分離を開始する以前の自然 通して最も低い値を示し 日分離期との間に有意な差
哺乳期には 日であったが 日分離期は が認められた
日 日分離期は 日 日分離期は 日分離期は であり 他の調査期との間に有意な
日と調査期間中最短となった 差は認められなかった
表
繁殖管理方法
調査項目
回数
統計処理
受胎率
分娩後初回 日数
結 果
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回数 分娩後の母子分離時期と受胎率
空胎日数
舎飼および各放牧期と受胎率
また 母子分離を開始した以降の通算受胎率は と
自然哺乳期と比較して高い値を示したが 両調査期の間に 表
有意な差は認められなかった 表
分娩後初回 日数は放牧の開始以降とそれ以前とを比
放牧地の活用とその拡大との関係 舎飼期は 較したところ 統計学的に有意な差は認められなかった
日であったが 運動場を利用し始めた小運動場期は が 短縮する傾向にあった これは 放牧することで乗駕
日 専用放牧期には 日 拡張放牧期 などの発情兆候が確認しやすくなったことによるものと考
は 調査期間最短の 日であった えられた
舎飼期および各放牧期の間に有意な差は認められなかっ 黒毛和種繁殖雌牛における早期母子分離による管理は
たが 放牧開始前後で比較すると 放牧開始以降の平均空 近年盛んに取り入れられており 泌乳による負の栄養バラ
胎日数の 日は舎飼期と比較し 日程度短縮し ンスを改善することで 分娩後の発情回帰が早くなるとい
ており 統計学的に有意な差 が認められた 表 われている 今松は 分娩後 日目に母子分離を行った
場合 自然哺乳と比較して早期に分娩後の初回排卵が起こ
母子分離との関係 自然哺乳期には 日で ると報告している また 福島らは超早期母子分離 分娩
あったが 日分離期は 日となり統計学的に有 当日の母子分離 した母牛は 自然哺乳した母牛と比較し
意な差 が認められた 日分離期は 発情回帰が有意に短縮したと報告している また 斉藤
日 日分離期は 日と調査期間中最短となった らや山本らは早期母子分離により子宮修復前の時期に発情
が いずれも自然哺乳期および早期母子分離期との間に有 が回帰すると報告している 今回の調査では 発情回帰
意な差は認められなかった についてのデ タが無く 単純に既報と比較することはで
しかしながら 早期母子分離を開始した以降の空胎日数 きないが 分娩後初回 日数がこれに準ずるデ タであ
の平均値 日は 自然哺乳期と比較し 日短縮 ると考えた場合 発情回帰に対する既報 と同様に 早期
しており 統計学的に有意な差 が認められた 母子分離によって自然哺乳期より短縮する傾向が認められ
表 表
表
表
空胎日数
考 察






  
 
 
   
   
   

  
  
      
 
   
   
      
 
  
 
 
   
   




    

84
,
AI
.
AI
: .
.
. . . .
. .
. .
P .
: . .
. .
P . . .
. .
AI
. .
P .
3 +,
1
,
/ 0
. 0
/* 0
-
.
+,* -
3* 0
3+ 3 3* 0 30 , 1- 1
1+ 1 +1 1
3* * 1, - -*
* */ 1
/
+,/ + 3. 2
-* 2- - /0 *
* */ +. +,* , 31 2
1 1/ . ,* .
22 + 0, * -1
* */
, .
/
-
年度近畿中国四国農業研究成果情報
東京農業大学富士農場における飼養管理方式の変遷に伴う黒毛和種繁殖雌牛の繁殖成績
社団法人家畜改良事業団受胎調査成績
福島護之 木伏雅彦 野田昌伸 超早期母子分離に
よる黒毛和種繁殖牛の か月 産技術と子牛の適正哺乳
近畿中国地域 新技術
福島護之 坂瀬充洋 木伏雅彦 野田昌伸 超早期
母子分離による黒毛和種母牛の繁殖機能修復 平成
斎藤公治 緒方倫夫 恒松正明 森崎征夫 肉用繁
殖牛の早期受胎技術の開発 第 報 熊本県農業研究セン
タ 畜産研究所試験成績書
斎藤公治 中村秀朗 濱田公男 野中敏道 森崎征夫
肉用繁殖牛の早期受胎技術の開発 第 報 熊本県
農業研究センタ 畜産研究所試験成績書
山本伸治 齋藤美緒 超早期母子分離による繁殖性
向上技術の検討 福島県畜産試験場研究報告
今松祐一 黒毛和種における分娩後の子宮修復状況
岩手県立農業大学校研究科テ マ研究集録
大津昇三 中村松夫 阿久沢栄一 舎飼いあるいは
放牧管理した黒毛和種の受胎性について 家畜繁殖学雑誌
高橋政義 田中彰治 肉用繁殖牛の飼養管理と発情
再帰の諸問題 畜産の研究
高橋政義 菊池武昭 久馬 忠 滝沢静雄 黒毛和
種における分娩前後の低栄養飼養が分娩後の生殖機能回復
に及ぼす影響 東北農業試験場研究報告
富澤 泰 三木勇雄 早期母子分離後の母牛の栄養
水準が繁殖性に及ぼす影響 滋賀県農業総合センタ 畜産
技術振興センタ 研究報告
高橋政義 乳牛 肉用牛の繁殖 畜産の研究
社団法人家畜人工授精師協会調査情報 年報 速報 地域
別受胎率 平成 年全期
た を及ぼすことは周知の事実であるが 今回の調査牛につい
受胎までの 回数は 調査期間を通して 回以下であ ては 自家更新による選抜が成されており 極端なバラつ
り これは全国平均 回 と比較しても遜色ない成績 きは無かったものと考えられた また 精液については
であった また ウシでは 適期が一発情期に約 時間 種雄牛の差および採精時期の違いにより 精子数および活
あり 回の 実施が多用されている したがって 回 力などに差があるのも事実であり 保管状況によっても受
以下の数字の場合 概ね一回の発情で受胎させたと考えら 胎性に差が出るが 今回使用した精液については 受胎率
れ 実施者が同一技術者であることから 今回の成績比 に極端な影響を及ぼしたものは認められず 保管状況も良
較において 技術的な問題は無いものと考えられた 好であった
このような成績の中で 放牧開始以降の 回数が舎飼 今回の解析において 放牧および早期母子分離双方の要
期と比較し有意に低下した要因は 乗駕許容などの発情兆 因において空胎期間および受胎率について 改善が認めら
候が発見しやすくなり 授精適期の判断が容易になったた れたが どちらの要因がより強い影響を与えたかについて
めと考えられた は判別不能であった しかしながら 放牧によるストレス
受胎率は 早期母子分離において 日分離期が自然哺 軽減や運動による子宮修復の促進 早期母子分離による栄
乳期より の危険率で有意に高い値を示した これは 養およびホルモンバランスの改善がそれぞれ相互に作用
子宮修復完了後の泌乳ストレスなどを軽減する母子分離 し 良好な結果が得られたものと推察され 牛本来の能力
が 受胎可能な時期での授精に繋がった結果であると考え を発揮させる上で 飼養管理の影響は大きいと考えられ
られた た
しかし 日分離期では 一時的に受胎率は低下し
日分離期と比較して の危険率で有意に低い値となっ 今回の調査において 年分の家畜管理デ タを丁
た また 専用放牧期においても 放牧開始以前と比較し 寧に集積され 提供戴いた東京農業大学農学部富士農場技
て低下しているが 放牧開始をまとめると約 高まっ 術職員の郡山政義氏に深謝します
ている
放牧および母子分離開始後の一時的な受胎率低下の要因
としては 哺乳による負の栄養バランスが 母子分離する
ことにより改善され 分娩後に子宮が完全に修復するより
早期に卵胞の発育が促され 発情兆候が発現したことと併
せて 放牧により発情兆候の発見が容易になり 早期に
が実施されたためと考えられた
このことについて 母牛の卵巣は 分娩後約 週間で初
回の排卵が起こるが 組織学的に子宮の修復が完了するの
は分娩後 日過ぎとの報告がある この間 発情兆候
を示すことがあるが 受胎することはなく 生理的空胎期
ともいわれ 一般的に分娩後の初回 実施時期は 分娩
後 日以後が推奨されている 今回の調査期間中に分娩
後 日以内の 実施例は 例 不受胎 のみであった
が 分娩後 日以前に を実施した個体は受胎率の低下
が認められた専用放牧期および 日分離期で
および となっており この時期の 実
施が結果として受胎率の低下を招いたと考えられた
空胎期間は 放牧および早期母子分離の実施以降短縮す
る傾向が認められた 特に母子分離の実施以降では それ
以前と比較し の危険率で統計学的に有意な差が認めら
れた 空胎期間を短縮させる要因として 放牧による運動
の効果に関する具体的な報告は見当たらないが 早期離乳
が空胎期間を短縮させることが報告されている また
発情回帰と受胎率の関係について早期離乳が有効であると
の報告もあり このことは 早期離乳後の血中
濃度および 変化の報告 によっ
て裏付けられており 今回の結果も同様のメカニズムによ
りもたらされたものと考えられた
今回は 母牛および交配精液に関する解析は複雑多岐に
渡るため行わなかった 母牛の血統などが繁殖成績に影響
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OGUCHI ATO UROSAWA KEDA
UKEMORI ATANABE
: Research has been carried out on how to improve feeding methods for domestic animals
since at Fuji farm, Tokyo University of Agriculture. In this investigation, the days consumed for
the ﬁrst postpartum artiﬁcial insemination, the number of artiﬁcial inseminations, the conception rate,
and the relation of days of the non-pregnancy in a total of Japanese Black cows fed between
to were analyzed along with the transition of feeding method. Conception rates were . with
the early cow separation and it was higher than that ( . ) of natural nursing period. Days of non-
pregnancy during raising time in the cattle shed were . . , though it was . . days after
the start of pasturing, approximately days shorter, with a signiﬁcant di erence (P . ). Natural
nursing period was . . , and it was . . days after the start of early cow separation,
approximately days shorter with a signiﬁcant di erence (P . ). As a result, we thought that
feeding in the livestock barn between to , in which cows were not able to move around
adequately and that making the cow separation time earlier from and the expansion of the
pasture area had exerted an excellent inﬂuence on conception rate improvement and the shortening
of non-pregnancy days.
: cow separation, pasturage, conception rate, days of non-pregnancy, Japanese Black cow
By
Tatsuo N *, Mitsuo S *, Akira K **, Shuhei I **,
Seizi S ** and Tadao W * **
Reproductive Performance in Japanese Black
Cows Following Feeding Method Changes at
Fuji Farm, Tokyo University of Agriculture
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